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熊野古道 
Kumano-Kodo 

 
 

地域文化分野 文責：古部 了大 

（メンバー：高䑓大志 萩平隆也 森大樹 山本千尋） 

 

Abstract 
We investigated Kumano Kodo. Kumano Kodo has attracted attention as Wakayama Prefecture's 

most famous World Heritage Site, so we aimed to revitalize the local community by letting more people 
know about it. As we continued our research, we found that Kumano Kodo also passed through Gobo 
City and Hidaka-gun, where we live. Therefore, we thought that it was meaningful to convey the 
charms of Kumano Kodo which are not well known to the greater public. We conducted a field survey 
and created a map, considering the most appealing points and focused on Kumano Kodo in Gobo City 
and Hidaka-gun. As a result, we were able to discover a new charming aspect of our hometown.  
 
１．はじめに 
熊野古道は、世界遺産に登録されて 10 年を経

過した。熊野古道、と聞くと、多くの人が熊野三

山や、中辺路などを思い浮かべる人が多いだろ

う。事実、紀南地方への外国人観光客の増加は著

しい。一方で、同じ熊野古道でも、自分たちの身

近にある、御坊市や日高郡の熊野古道には、たく

さんの観光客が押し寄せている、というわけで

はない。むしろ、御坊市や日高郡に熊野古道が通

っていることを知らない人も多いはずである。

同じ歴史を辿った熊野古道なのだから、しっか

り焦点を当てて、うまく紹介すれば、観光客誘致

に繋がるはずである。 
現代の日本社会において、重要な課題の一角

が、「少子高齢化問題」や、「過疎化問題」である。

御坊市、日高地方も勿論、この問題の影響を直接

的に受けている地方の一つだ。 
さて、この問題に対処するために、地方社会が

できることは、何だろうか。と考えた時に、「地

域活性化」のワードが浮かんでくる。では、「地

域活性化」のためには、何ができるか。率直に言

って、そのためには、観光客の誘致がたいへん効

果的であると思う。そして、その観光客誘致のた

めには、いかに、効果的に、御坊市、日高郡の魅

力を伝えるのかが重要なのです。 
そこで、私たちは、歴史ある熊野古道がこの周

辺にも通っていることに目を付けた。きっと、こ

の辺りに住む人でも、熊野古道がここに通って

いることをあまり意識していないと思われる。

また、この辺りの熊野古道に着目して観光客誘

致を試みる活動が少なかったので、この方法を

試みることにした。 
 

２．研究活動の手順 
多くの人に、この熊野古道の魅力を発信する

ためには、まず発信する側の私たちが知識を身

に着ける必要があると考えた。そこで、まずは、

熊野古道についての書籍や、インターネットの

記事を調べ、効率的に調査した。ここでは、熊野

三山や、熊野の自然、観光地、熊野古道の概要な
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ど、基本的な情報を会得した。フィールドワーク

に当たっては、正確な熊野古道のルートを調べ

るため、ルート案内の書籍を活用した。フィール

ドワーク当日には、紀伊内原から塩屋まで、「魅

力」を発見するために、慎重に、注意深く歩いた。

また、自分たちでこれは魅力的だと思う箇所は、

写真を撮るなどして、記録、保存した。その後の

中間発表で改めて御坊市周辺の熊野古道を発信

することの必要性を確認してからは、まず現状

で何を伝えていくべきか把握するために、熊野

古道アンケートを実施した。それにより、熊野古

道について、多くの人が抱いている不明点、疑問

点を洗い出した。（下図①参照） 

 

 
問７では、熊野古道活性化のために何ができ

るか具体的な方法を伺った。 
そこから、最も分かりやすく、熊野古道を伝え

られる方法を模索し、アンケートでも意見が多

かった、「マップを作る」という案を採用し、マ

ップとポスター両方による発表を行うように決

定した。 
さて、マップ作成に当たっては、以下の点に留

意した。①手書きながらも正確に描く。②熊野古

道を中心に据えた、今までにない観光マップを

作成する。③写真、配色等に気を配り、見やすく、

効果的に魅力が伝わる構成にする。④現地調査

や、事前、事後調査の結果を活かし、各名所の歴

史や見どころを端的にまとめ、地図に配置する。

⑤熊野古道のみならず、御坊市街周辺のおすす

めスポットも盛り込む。そして、完成したのが、

下図②である。 

図② 
 
続いて、ポスターの作成に当たっては、①この

学習の集大成として、私たちが行ってきた活動

をまとめる。②動機、手順、考察という流れを意

識して書く。③発表を見る人が分かりやすいよ

うに、端的に、図を交えながら書く。こういった

ことに留意しながら作成した。また、マップの時

と同じく、配色や細かい説明にもこだわった。そ

して完成したのが、下図③である。 
 

 
 
 
 

図① 



                                      SG 課題研究Ⅲ 

3 
 

図③ 
 

３．考察 
Ⅰ 資料探究活動について 
初めの熊野古道全体への調査によって、私た

ちは熊野古道が世界に誇るべき日本の、そして、

和歌山の世界遺産であることを改めて実感した。

その歴史においても、平安時代には多くの天皇

が足を運び、一般の人々も、「蟻の熊野詣」と称

されるほど多くの民衆が熊野の地を目指したの

だった。また、その自然においても、熊野信仰に

裏付けられ、その多くが神宿る神聖な自然とし

て、保護、維持されてきた。その計り知れない神

秘に、私たちは驚嘆した。そして、私たちが重点

を置いた御坊市、日高郡の熊野古道についても、

紀南地方の熊野古道と同じ位、歴史の深淵が広

がっていた。続いて、その点について触れていく。 
 
Ⅱ 御坊、日高郡の熊野古道 ～フィールド

ワーク～ 
身近に実は存在していた熊野古道の実態を、

歩いてみて感じる。歩いてみると、熊野古道は、

現在、舗装されたきれいな道路となっている場

合がほとんどであった。しかし、高家王子（内原

王子神社）、愛徳山王子の竹林、道成寺、湯川子

安神社、塩屋王子神社、日高別院とその寺内町、

小竹八幡神社など、御坊市、日高郡の熊野古道及

び、その周辺地域には多くの現在も残る王子社、

寺社仏閣が建っていることが分かった。そして、

地域の歴史や、文化を肌で感じさせてくれる、そ

う言った遺産は、観光においても、大いなる貢献

をしてくれるはずだ。安珍清姫伝説の舞台・道成

寺、美人王子として名高い塩屋王子神社、御坊祭

りで賑わう小竹八幡神社、歴史を感じさせる街

並みがそのままの日高別院と寺内町など、観光

名所はこの熊野古道という古代からの人、物を

動かしてきた交通の重要ルートを中心として、

形成されたといえよう。熊野古道の歴史は御坊、

日高の歴史であり、熊野古道を歩くことで、古代

のロマンと御坊、日高の魅力を一挙に味わえる

のだ。 
 
Ⅲ 御坊、日高の熊野古道 ～熊野古道アン

ケート～ 
日高高校生徒に回答してもらった、熊野古道

アンケート（前述図①周辺を参照）において、私

たちは問 4 御坊市や日高郡内に熊野古道が通っ

ていることをご存知ですか？と問６熊野古道の

「王子」というものをご存知ですか？という回

答に焦点を当ててみることにした。御坊、日高の

熊野古道については、地元に住んでいても知ら

ない人が半数近くいて、王子・王子社については、

半数以上の人が知らないという結果になってい

る。これは、是非とも伝えなければならない、そ

う感じたので、続くマップ、ポスター作りに活か

すことにした。さて、王子社についても調べてみ

ると、王子社とは、熊野三山の神様を祀る分社と

して設置され、昔はこの場で休憩や、芸を神様に

奉納したりしたとのことだった。また、王子社は

京都から熊野三山までの道沿いに、大阪から数

多くあるため、「九十九王子」と呼ばれている。 
 
Ⅳ マップ・ポスターについて 
前述のポイントをおさえた、工夫を凝らした

ものになったと感じる。時間が許せば、更にきれ

いに整ったものが完成しただろうとも思う。そ

して、作成したマップを印刷して町の中に（駅な

どに）置かせて頂く等の活動も行いたかった、と

いう反省点もある国道 42号線について様々なこ

とを調べた。初めは、交通についてはあまり興味

が無かったが調べてみると様々なことが分かり、

意外なことも分かった。調べるほど道路につい
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て興味を持つことも出来た。そして、調べたこと

について情報を発信することも出来た。文化面

と観光面の二つの面から調査するのは初めてだ

った。しかし、この二つの面があるからこそ交通

というものが出来上がるのだと私たちは考える。

交通には他にもたくさんある。もしかしたら今

後新しい交通が出来上がるかもしれない。逆に、

今まであった交通が無くなることも考えられる。

私たちは、交通について更に調査していきたい

と考えている。他についても調査をすると新し

い発見があるかもしれない。そして、調査したこ

とを広め、交通について興味を持ってくれる人

が増えることを期待している。 
 

４．今後の展望 
御坊、そして日高地方は今、少子高齢化の波に

押されている。しかし、うまく観光資源を利用す

れば、その波をもこの波をも乗り越える事が出

来るのではなかろうか。今回、熊野古道を調査し

て、その可能性を熊野古道は秘めているのでは

ないかと考えるようになった。御坊周辺の熊野

古道の魅力を知ってもらうこと即ち、それは、御

坊市、日高郡の本当の魅力に触れてもらえると

いうことであると考える。自分たちの研究では、

マップを作成するには至ったが、そこから具体

的に発信していくという段階へは、踏み出すこ

とが出来なかった。もっと深めて、もっと濃密な

マップを作成し、人々が手に取りやすいものと

して、洗練してゆくことで、魅力が伝わってゆく

のではないかと考える。田舎暮らしに憧れを抱

く人々が増加する昨今、歴史、文化、自然、これ

らの確かな魅力を発信してゆくことで、問題解

決への糸口が見えてくるはずである。 

 

参考文献 
『いっしょに歩こう熊野古道 紀伊路・中辺路』、『わかやま何でも帳』、『和歌山県都市地図』、『地球

の歩き方 熊野古道』、『熊野古道を歩く』、Google Map、Google Earth 
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Toward the Commercialization of Statice 
–The importance of cooperation with the local community obtained 

from activities – 
 

地域産業分野 文責：阪本 舞衣  
(メンバー：大谷雛女 森口叶南) 

 

 
Our team conducted research on issues regarding 

the plant statice, or sea lavender, which Wakayama 
Prefecture boasts the largest shipment volume in 
Japan. Unlike other activity groups, this research 
worked on solving problems in the form of continuous 
research, which takes over from what our seniors have 
been studying for two years. In our third year, we 
worked on our research by combining the issues that 
came up through the activities of our seniors with the 
new issues we found.  

First of all, one problem that came up through the 
activities of the seniors is that goods produced by the 
seniors using the statice flower were not selling. And 
a new problem that we found was that its image is 
fixed as a Buddhist flower used in offering to the 
Buddhist altar. Also, after conducting some PR, we 
learned that this flower’s name recognition remains 
low. We wanted to address these three challenges, 
concentrating on increasing the volume of sales so 
that more people would know about statice flower. In 

order to solve the problem, we wanted to value the 
connection with the local people, so we decided to ask 
the local people for their cooperation. 

 We improved the goods produced by our seniors 
and looked for shops that would let us sell them and 
those who would cooperate with us. In addition, in 
order to know what kind of statice goods are sought 
in order to improve the goods, we set up a 
questionnaire box at the school and the souvenir shops 
"Anchin" and "Unsui" near Doioji Temple. While 
asking for cooperation around town, Gobo City Hall 
cooperated in the sale of our statice goods, and it was 
decided to put our message card as a credit toward the 
hometown tax payment of Gobo city. In addition, we 
were able to distribute flyers summarizing the city’s 
activities with the cooperation of Gobo City Hall at an 
event held at Pacifico Yokohama in Yokohama City 
(A Big Thanksgiving for Hometown Choice). 
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A bouquet of statice dried flowers was attached to 

the message card with "Thank you from Gobo" 
written by hand, and on the back, we described our 
work and posted what is on our Instagram account, the 
words, "The Unchanging Heart" which symbolize the 
statice. 

 When creating the message card, we gave some 
suggestions to shops, such as Gobo City Hall and 
Kouge-san, and arranged the letters so that elderly 
people could easily read them. The color theme of the 
bouquets was mainly bright yellow signified by two 
arrangements, one of yellow and purple flowers and 
the other, yellow and pink. 

By the way, we created a total of 300 message cards. 
As a result of our activities, we were able to get as 

many people as possible to learn about the appeal of 
statice and our efforts in the form of message cards. In 

addition, they were allowed to publish in the local 
newspaper, and the local people were able to learn 
about their efforts.  

Although it was not possible to "sell goods to the 
general public". I think that this restriction was 
overcome by this allowing people to purchase a 
message card thanks to the generosity of Gobo City 
Hall. The other issues of "The image being fixed and 
increasing the visibility of statice," were addressed by 
our ability to create an opportunity for people to 
become interested in statice through newspapers, 
Instagram, and hometown tax returns, and we think 

we were able to get more people to know about statice, 
so we think we were able to solve this problem as well. 
From the standpoint of a high school student, it was a 
very difficult project and difficult to commercialize, 
but we are very happy to be able to convey the 
goodness of statice through our activities, and we are 

(the face) 

(the back) 
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really glad that we were able to have such a valuable 
experience. 

 As for the future, we want others to take over this 
Statice Pass which our seniors started, continue the 
activity of the message card with the people of Gobo 
City Hall, let many people know about statice little by 
little, and revitalize Gobo City. In addition, because 
smartphones are commonplace and used every day 

and herbariums are popular in door places, 
questionnaires created for this device and place were 
often answered. We would like others to use what we 
learned from our experiences and the answers in the 
questionnaires to continue to try to sell our product to 
the general public, find and solve new issues and work 
on this project. 

 

Institutions that cooperated  
・Gobo City Hall, 
・JA Kishu, 
・Healing space connected by flowers Kouge , 
・Kamishima High School 
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地域の子供向け防災かるた 
Disaster Prevention KARUTA for Local Children 

 

地域防災分野 文責：楠見 慎海 

(メンバー：井戸良 太田怜 下田翔也 古川健人) 

 

Abstract 
We investigated disaster prevention knowledge and disaster prevention goods, and thought 

about ways to make small children interested in disaster prevention. We made the disaster prevention 
KARUTA that represented our region. We wanted children to play this KARUTA because they will be 
the future citizens of this town. So, we visited the after school center, and enjoyed playing our KARUTA 
with elementary school students. Then, we listened to the children’s opinions and created a poster 
based on them. 
 
１．研究背景 

社会の発展が進む中、地震、大雨、土砂崩れな

どの自然災害が大きな問題となっている。また、

気象庁によると、台風の近畿地方への接近数は

2019 年では 7 回であり、南海トラフ沿いの大規

模地震が30年以内に発生する確率は８割である

という。このような現状から、私たちに必要なの

は、災害がいつ起こってもその状況に柔軟に対

応できる能力であると考えた。これを身につけ

るには命を守ることができる防災知識が必要不

可欠である。学校や地域では、防災訓練が行われ

ているところが多くあるが、そのほとんどが年

に１、２回であるため、その時は防災意識が高ま

っても徐々に薄れていってしまう。そのため、私

達は、防災知識を増やす、すぐに思い出す、使え

るようにするという３つのことが重要であると

考えた。 

 

２．研究方法 

そこで、ルールが簡単で、大人数でも楽しめる

かるたを使って、ゲーム感覚で防災知識を身に

つけられるようにしたいと考えた。また、今回の

研究の対象は、命を守るための知識は早いうち

から身につけておくほうが良いという考えから、

地域の小学生とした。子供たちが知識を増やす

ことで、その家族や友達にも影響を与えて、大人

と子供、それぞれが「率先避難者」になることが

できる、つまり、「てんでんこ」を実現し、多く

の命を守ることができると考えた。作成したか

るたの、「あ」行から「な」行までは防災知識を

中心に、「は」行から「わ」行までは防災グッズ

を中心とした内容のものにした。 

防災かるたを作成

するにあたって、第一

に、小学生にとってわ

かりやすく、親しみや

すいものでなければ

ならないと考えた。そ

こで、かるたの読み札

の文はなるべくやさ

しい日本語に言い換

えたものにした。また、かるたのイラストには、

メインキャラクターである、赤いチョッキに黄

色い蝶ネクタイをつけたかえるを登場させるこ

とで、小さい子の興味をひくとともに、全体に統

一感をもたせた。このかえるには、「福がかえる」、
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「無事にかえる」という意味が込められている。

さらに、地域に関連したかるたにしたかったた

め、情報収集の際に協力していただいた市町村

の防災対策をかるたの内容に加えるようにした。

防災かるたの作成の中で最も工夫し、またこの

かるたの一番の特徴であるのは、取り札の裏面

に読み札の簡単な説明が書いてあることである。

読み札のような短い文章だけではどうしても伝

わりづらい部分があると考えたためだ。また、か

るたで遊ぶときに、札を取ったあとに裏面の説

明を声に出して読むルールにすることで、防災

知識の定着が促進されると考えた。 

 

３．検証 

まず、作成したかるたで高校１年生に遊んで

もらった。その後にとったアンケートの結果（良

かった点）は次の通りである。 

上位から、キャラクターのデザイン、裏の解説

と続いており、小さい子を対象とすることで年

齢を問わず誰でも楽しんでもらえることが読み

取れる。次に、実際に小学生に遊んでもらうため

に、学童保育所の湯川子どもクラブさんを訪問

した。ルール説明のあと、小学１年生と２年生の

２グループに分かれて遊んでもらった。カルタ

実施後に感想をきいてまわると、「楽しかった」

や「またしたい」と答えてくれる子が多かった。

また、かるたの文の意味は理解できたと答える

子がほとんどであった。１年生から、特に良かっ

たところとして「かえるが可愛かった」という感

想があったのに対し、２年生では「人のイラスト

（濱口梧陵のイラスト）が可愛かった」という感

想があった。また、１年生からは取り札の文字が

読みづらい、濁点や「を」が分かりづらいといっ

た意見も出た。 

かるたが得意な子となかなか反応できない子

でとれた札の数が大きく変わったため、学年で

分けるだけでなく、得意な子とそうでない子で

わけるなど、実施方法も工夫する必要があると

考えた。さらに、

１年生と２年

生とでは、好き

なイラストが

異なったため、

キャラクター

にバリエーシ

ョンを持た

せるのもお

もしろいの

ではないか

と考えた。１

年生からの

意見につい

て、パソコンで文字を打ってしまってはオリジ

ナリティがないと考えて手書きにしたが、文字

を習い始めた年生には活字のほうが読みやすか

ったのかもしれないと感じた。今回は読み札を

読む役は高校生が担当したが、遊び終わった後

に、読み札を一生懸命音読している子もいたた

め、小学生が読む役を担当するのも知識定着の

上で効果的である思った。 

 

４．考察・結論 

防災知識を覚えてもらうためにはまだまだ工

夫が必要であることが分かったが、防災に興味

を持ってもらうためのツールとしてかるたを用

いるのは効果的であることが分かった。また、単

に情報を受け身になって聞くのではなく、自分
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から楽しんで学ぼうとすることこそが、実際に

災害が起こった場合にもすぐに思い出すことが

出来るような知識を定着させていくと考えられ

る。そして、子ども達を通じて知識を発信するこ

とで地域全体の防災意識が向上するのではない

かと考える。 

これらのことから、防災かるたを活用するこ

とによって今の私達に必要とされる、防災知識

を増やし、すぐに思い出して、使えるようにする

ことが実現されると考える。このかるたで学ん

だ防災知識を生かして、災害時に自ら行動する

という意識を持ち、率先して行動してほしい。 
 

参考資料 

・「近畿地方への接近数」気象庁、各種データ・資料 

(https://www.data.jma.go.jp/yoho/typhoon/statistics/accession/kinki.html) 

・しぞ～か防災かるた 

（https://bousai-karuta.seesaa.net/category/20144494-1.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                      SG 課題研究Ⅲ 

11 
 

 

技能実習制度について 
 

 

 

移民難民分野 文責：市川 美海 

（メンバー：大江美沙希 岡本祐希奈 杉元優斗 武内優希 中川隼翔 

前山俊介 山﨑理愛 湯川可蓮） 

 

Abstract 
First of all, the motivation for research is to study why immigrants became immigrants when 

they investigated, in order to gain knowledge in advancing their quest, the experiences of immigrant 
refugees, and what foreign technical intern trainees came to Japan for. I was wondering about this 
movement of people and discovered a history of strong resistance to their arrival. Therefore, we thought 
that it was necessary to eliminate discrimination and prejudice against immigrants in Japan and 
create a world where foreign workers could work comfortably. Then, I wanted to help the foreign 
workers who support the Japanese labor force in my immediate surroundings, so I mainly produced 
pamphlets about Japanese culture and manners. 
 
１．はじめに 

まず研究の動機は、移民難民というテーマで

探求を進めるにあたって知識をつけるために調

べていくと移民の人々はなぜ移民となったのか、

外国人技能実習生の人々は何を求めて日本にや

ってくるのかと疑問がたくさん湧いてきたから。

最近では、身近なところで外国人技能実習生を

見かけることが増えていることで興味が湧き、

調べていくうちにその外国人技能実習生の人々

は外国人技能実習制度という制度を利用して日

本に来ているということ、他にも資格やビザが

あり、それらについての知識を深めたいと思っ

たから。そしてテーマを外国人技能実習制度に

決定し、詳しく調べていくうちに和歌山県労働

局が提示している外国人技能実習生や外国人労

働者に関するグラフを見つけた。そのグラフに

は外国人労働者は 2,395 人で 4 年連続過去最高

を更新していることが分かった。外国人労働者

が年々増えており、日本の労働力の支えになっ

てくれている反面、日本国内での偏見やひどい

扱いを受けることも少なくない。そこで私たち

は、移民の人々に対する日本の差別や偏見をな

くし、外国人労働者が気持ちよく働ける世の中

にしていく必要があると考えた。そして、身近な

ところで日本の労働力を支えてくれている外国

人労働者の力に少しでもなりたいと思い、主に

日本の文化やマナーについてのパンフレット制

作をした。 
 

２．研究の方法・手順 

まずは外国人技能実習制度についての知識、

理解を深めたうえで、実際に外国人の雇用や育

成に関係している国際ビジネス情報協同組合を

訪問した。この訪問では、外国人技能実習制度に

ついてのレクチャーを受けた後、実際に外国人

技能実習生として日本に来ている人達と交流し

た。外国人技能実習制度についてのレクチャー

では、専門的な内容まで詳しく教えてくださっ
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たので、自分たちが持っている知識に上乗せで

き、さらに理解を深めることが出来た。その後の

外国人技能実習生との交流では、“日本で生活す

るうえで大変だと感じること”、“1 番好きな日本

の食べ物”などベーシックなことから、私たちの

1 番の疑問でありこの研究をするきっかけとな

った”なぜ日本に、そして何を求めて日本にやっ

てきたのか“というところまで質問し、外国人技

能実習生の人々の意見を聞けたことがよかった。

そしてその意見や和歌山県労働局が提示してい

るグラフをもとに、見る人にわかりやすく、伝わ

りやすいよう工夫し、パワーポイントとグラフ

の作成をした。そして国際ビジネス情報協同組

合への訪問を通して、外国人労働者の方々が日

本の労働力を支えてくれていることを改めて感

じ、その方々の力になることはできないか、恩返

しとして手助けできることはないかと考え、日

本に住む外国人に向けて文化やマナーについて

のパンフレットを作成することにした。そして

それらの活動を通して、ポスター発表を行った。

ポスター発表では、自分たちが取り組んできた

ことの発表に加え、その探究を通して感じたこ

とや外国人に向けて作成したパンフレットも提

示した。そのポスター発表では、どうすれば聞き

手に伝わりやすいか、わかりやすいかを考えて

準備したことでスムーズに、かつ冷静に発表を

行うことができた。 
 

３．本論および考察 

 ①外国人技能実習制度とは 
 まず外国人技能実習制度とは“先進国として

の役割を果たしつつ国際社会との調和ある発展

を図っていくため、技能、技術、又は知識の発展

途上国経済発展を担う人づくりに協力すること

を目的とする”とされている。 
（図 1）技能実習制度のしくみとして受け入れ機

関は企業単独型と団体管理型の二つのタイプに

分かれている。主に企業単独型は入国した後、直

接受け入れ企業に雇用されますが、団体管理型

は監理団体を経由する。技能実習の流れとして

は、実習や講習などを５年間受けて帰国し、学ん

だことを母国での仕事に生かす。この５年間の

内容としてまず１年目は実習や講習で簡単な日

本語やマナー、文化を学ぶ。私たちが訪問させて

いただいた国際ビジネス情報共同組合にはこの

段階の人たちがいた。そして１年かけて語学を

学んだ後基礎級の実技及び学科を受験し、技能

検定「基礎級」を取得する。２，３年目はまず在

留資格を変更または取得しなければならない。

在留資格とは入国後に外国人が適法に日本に滞

在するための資格のようなものである。在留資

格を更新する間にも実習は続いていく。その後

いったん帰国し、実技試験を受験して技能検定

「随時３級(初級レベル)」を取得する。４，５年

目もまた在留資格の更新をしつつ実技試験に向

けての実習をする。そして、その試験を受験し技

能検定「随時２級(中級レベルの技術)」を取得す

る。そして母国に帰国し、経済発展に貢献する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図１） 
 
  ②国際ビジネス協同組合への訪問 
 国際ビジネス協同組合への訪問では、外国人

技能実習制度についてのレクチャーを受けた後、

実際に外国人技能実習生として日本に学びに来

ている方々と交流させていただいた。まず、技能

実習制度のレクチャーでは、パワーポイントを
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使って制度や資格の詳細から受入れ企業側の方

針まで深く教えていただいた。このレクチャー

から、「実習制度」というものがあるのは日本だ

けで、ほかの国は労働者として雇っているとい

うこと、最近では、日本でも技能実習制度の目的

がいい技術を習得してそれぞれの国に持ちかえ

ってもらう国際貢献から、日本の人手不足を補

うというものに変化してきていることが分かっ

た。そして、新しく労働不足を補うための「特定

技能」という制度ができることを知った。技能実

習生との交流では、学習を進めていく中で出た

疑問や日本での生活のことなど気になったこと

を質問させていただいた。外国人技能実習生の

方々への質問の１部は次の通り。 
 外国人技能実習生への質問 
Q.日本で生活するうえで大変なことや驚いた日

本の習慣 
A.交通の面で左側通行（ベトナムは右側通行）、

雪が降るなどの気候の違い。 
Q.来日して素晴らしいと感じたもの 
A.日本人は親切。交通が便利で時間通り。 
Q.好きな日本食と嫌いな日本食 
A.好きなのは寿司、嫌いなものはない。 
この訪問を通して更に外国人技能実習生や制度

について興味が沸いたと同時に考えさせられ、

和歌山県労働局が提示している資料を参考に、

外国人労働者数の地域別と国別でそれぞれグラ

フを作成した。 
 

 
(図２) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

(図３) 
 
 ③パンフレットの制作 
 国際ビジネス協同組合への訪問を通して、外

国人労働者が日本の労働力となってくれている

ことを知り、何か力になることはできないかと

考え、主に日本の文化や生活においてのマナー

を掲載した外国人向けのパンフレットを制作す

ることにした。このパンフレットの内容は、喫煙

の制限、電車やエスカレーター、食事でのマナー

などだ。そして、このパンフレットは、日本語、

英語、中国語の三か国語の言語を使用すること

で、より多くの外国人の方々に見てもらえるよ

う工夫した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(図４) 
 

４．結論・今後の展望 
 反省は自分たちの下調べが不十分だったこと

だ。技能実習制度は随時情報が更新されていく

ので、何がいつから変わったのかなど具体的な

内容の理解に欠けていた。また、外国人技能実習

生が日本に働きに来ているのは国際貢献や自国

の発展だけでなく、日本の企業の戦力となって

くれているということを日本人は理解しておく
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べきだと思った。そして、移民についていいイメ

ージを持つ人がまだまだ少ないので、日本とい

う国自体が移民に対する対応をよくするにはど

うすればよいのか、移民に対する偏見を軽減し

良いイメージを持つ人を増やすにはどうすれば

よいのか、ということを心に置き、外国人労働者

の方々への感謝を忘れることなくこれからも生

活していきたい。

 
関係機関・資料 

・国際ビジネス情報協同組合 

・和歌山県労働局報道資料 

・http://www.oecd.org/pisa/data/ (引用) 
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和歌山県民に愛されるトマトとミカンを用いた 
日焼け止めクリームの作成 

Produce Sunscreen from Tomatoes and Oranges 
 

自然科学分野 文責：小串 楓子 
(メンバー：今井佑奈 小串楓子 桶谷聖奈 北岡凌一 木村俊輔 

児嶋凜 瀬戸百花 玉置ひかり 薮本咲奈) 
 

Abstract 
We conducted an experiment to find the best way to block UV radiation. Firstly, we made 

sunscreen with olive oil, cream wax, and vegetables. We used tomatoes and oranges as ingredients 
because Wakayama is famous for them. We made three sunscreens with tomatoes, orange fruits, and 
orange peels. Secondly, we measured the level of UV radiation, and calculated the amount of UV 
absorbed in the sunscreen. The result was that the orange peels were the most protective of the three 
organic materials. We concluded that Psoralen, which has a feature of absorbing a lot of UV radiation, 
hindered UV radiation from passing through the sunscreen. 
 

１. はじめに 

和歌山はトマトケチャップの消費量、ミカン

の生産量がともに日本一である。この二つの特

産品に由来するのは、和歌山だけでなく「肌への

影響」というものがあるのはご存じだろうか。 
トマトには抗酸化作用をもつリコピンが多く

含まれており、体内に吸収されるとしみやしわ

の原因となる活性酸素を抑制する働きが期待さ

れている。一方で、ミカンには紫外線吸収物質で

あるソラレンが含まれており、シミ・しわの原因

となるといわれている。 
本研究では両極端である二つの食材を使い、日

焼け止めクリームを作成した。その日焼け止め

クリームを利用し、紫外線の吸収量と反射量の

観点から自然由来の日焼け止めを作るのに有効

な手段を考察する。 
 

２. 仮説 

・抗酸化作用を持つリコピンを含むトマトには、

紫外線の吸収量を抑える働きがある。 
・紫外線吸収物質であるソラレンを含むミカン

には、紫外線の吸収量を促進する働きがある。 
・トマトが最も多く紫外線から肌を守る。 
 

３. 実験方法 

【紫外線吸収量の相違についての実験】 
 
（１）日焼け止めの元の作成 

①固形の乳化ワックス 30g を電子レンジ

500w で１分間加熱する。 
②①で液状にし

た乳化ワック

スにオリーブ

オイル 70 ㎖

を混ぜる。 
③②の液体を冷

ますと日焼け

止めの元が完

成(図 1)。 
図 1 日焼け止め(元)の完成品 
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（２）抽出液の作成 
〔ミニトマトの抽出液の作り方〕 
①ミニトマト適量を洗い、ヘタを取り、適度な

大きさに切る。     
②茶漉し・乳棒・ビーカーを使用して①をすり

潰し、皮もほとんど残らないくらいこす。 
〔ミカンの実〕 
＊ミニトマトと同様につくる。 
〔ミカンの皮〕 
①ミカンの皮をおろし器ですりおろす。 
②①に水を適量加

え、ペースト状に

なるまで混ぜる。 
後は〔ミニトマ

トの抽出液の作り

方〕②以降と同様

である。 
 
（３）日焼け止めク

リームの作成 
 日焼け止めの素：

抽出液＝１：

２の質量比で

撹拌機(図 2)を
使って混ぜ合わせる。 

 
（４）測定用ラップの作成 

（小）ラップを適

当に切り取り

2cm 角の正方

形ができるよ

うにセロハン

テープを貼る

(図 3)。 
（大）同様に、

27cm×12cm
の長方形ができるようにセロハンテープ

を貼る(図 4)。 
(大)(小)とも日焼け止め適量を測定用ラ

ップに乗せ、定規やプレパラートを用いて

日焼け止めを薄く均一に塗り広げる。 
 

 

（５） 数値の測定 
 〔基準値の測定〕 

ラップのみをUV測定機に巻いて紫外線放

射器の上に翳し、基準となる紫外線量を測定

する(図 5)。 

〔通過量の測定〕 
測定用ラップ（小）を UV 測定器に巻い

て紫外線放射器の上に翳し、紫外線の通過

量の数値を 10 回分測定する(図 5)。 
〔反射量の測定〕 

測定用ラップ（大）の液面を紫外線放射面

に向けて固定しUV測定器を液面に向けて置

き、紫外線の反射量の数値を 10 回分測定す

る。 
 
４．結果・考察 
【紫外線吸収量の相違による実験】 

5 回分の数値の測定値を表 1 に示す。 
表 1 素材別紫外線吸収量 

素材 
 

平均 標準偏差 
トマト 通過量 1334 7 

反射量 66 8 
ミカン 
実 

通過量 1444 23 
反射量 54 3 

ミカン

皮 
通過量 1165 29 
反射量 42 7 

この結果から、紫外線の吸収量を求めた。 

図 2 攪拌機(ボルテックス) 

図 3 測定用ラップ(小) 

図 4 測定用ラップ(大) 

図 5 紫外線量の測定 
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〈紫外線吸収量の求め方(図 6)〉  
（吸収量）＝ 

（紫外線量）－（通過量）－（反射量） 

 
求めた紫外線吸収量を図 7 に示す。これをも

とに、紫外線吸収量による日焼け止めクリーム

の効能を考察した。 
日焼け止めには、二つの種類がある。一つ目は

反射剤入り日焼け止めで、紫外線を物理的に反

射する。二つ目は吸収剤入り日焼け止めで、科学

 
図 7 物質別紫外線吸収量 

的に紫外線を吸収し、エネルギーに変換して放

出する(図 8)。今回の実験結果から、紫外線吸収

量の数値の差が顕著に現れた。そこで、本研究で

は、日焼け止め吸収剤として使用できるかにつ

いて検討する。 
 冒頭に述べたように、ミカンにはソラレンと

いう紫外線吸収物質が多く含まれている。特に

ミカンの皮にソラレンが多く含まれることが分

かっている。よってミカンの皮が日焼け止め吸

収剤としての役割を大いに果たすと考えられる。 
 
５．今後の展望 
 紫外線吸収量において、トマトはミカンの実

を上回った。このことより、植物において実と比

べ皮のほうが紫外線から自身を守る力が強いの

ではないかという意見が班内で出た。今後はト

マトの皮と実にわけて実験を行いたい。

 
 

参考文献 
・花王日焼け止め製品Ｑ＆Ａ紫外線散乱剤と紫外線吸収剤の違い 

https://www.kao.com/jp/qa_cate/facesunscreen_04_02.html 
・紫外線から身を守る工夫～紫外線の通過率や反射率に着目して～ 

https://www.city.chiba.jp/kyoiku/gakkokyoiku/kyoikushido/documents/34sigaisen.pdf 
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図 8 日焼け止めの 2つのタイプ 
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【1】２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」探究テーマ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野 班 探究テーマ

A01 なんということでしょう！あなたの知らない神社があるんだよ

A02 切目神社～道成寺と関連のある場所～

A03 興国寺と白鬚神社について

A04 和歌山県における過疎化地域の現状と対策

A05 日高・御坊の祭り

A06 イルカ漁について

A07 茶粥を後世に

A08 道成寺会式

A09 道成寺と安珍清姫物語

A10 道成寺と宮子姫伝説

B01 紀州弁をカルタで学ぼう

B02 伝統料理の工夫

B03 祭りを広め、後世に残すために

B04 紀州鉄道を盛り上げよう

A01 星空☆で日高に観光客を取り戻そう！

A02 ウミガメ保護活動 動画を添えて

A0304 みかんだけじゃない！海に潜む、有田の宝

A05 紀州鉄道を活かした地域産業の振興を考える

A06 日高地方の飲食店の振興

B01 みかんについて知ろう！

B02 黒竹

B03 地元パン屋を救え！

B04 しらす～美浜から世界へ～

A01 津波と地震からの犠牲者０を目指すために！

A02 災害時に便利な簡易トイレ

A03 ローリングストック法

A04 過ごしやすい避難所に

A05 液状化現象を知ろう！

B01 耐震に優れる家の構造と最善の家具の配置

B02 災害っていつ起こるの？～災害被害を減らすために～

B03 子ども向け防災マップ～避難所までひとっとび～

B04 「備え」の大切さ。～過去を繰り返さないために～

A01 多文化共生社会を目指して

A02 難民を救う魔法の募金箱～We are the world～

A03 外国人にやさしい町づくり

A04 難民についてもっと考えよう

B01 WE MAKE OUR WORLD HAPPY

B02 難民の受け入れ

B03 難民とオリンピックの関係について

B04 難民の現状

B05 難民の健康

物理01 (仮称)独楽方程式

物理02 グラスハープのinside

化学01 糖電池

化学02 滅菌できるJOY!

生物01 チゴガニによる干潟の浄化能力～日高川河口より～

生物02 アロエチレンテレフタラート

生物03 とある微生物の発電

生物04 日高池におけるブラックバスの食性

数学01 The Strategy

数学02 人間はAIに勝つことができるのか？

地域サイエンス

移民難民

地域防災

地域産業

地域文化
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２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」生徒発表ポスター 

(1)地域文化分野①「紀州弁をカルタで学ぼう」 
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２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」生徒発表ポスター 

(2)地域文化分野②「祭りを広め、後世に残すために」 
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２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」生徒発表ポスター 

(3)地域産業分野①「黒竹のイメージアップを目指して」 
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２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」生徒発表ポスター 

(4)地域産業分野②「地元パン屋を救え！」 
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２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」生徒発表ポスター 

(5)地域防災分野①「子ども向け防災マップ」 
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２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」生徒発表ポスター 

(6)地域防災分野②「耐震に優れる家の構造と最善の家具の配置」 
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２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」生徒発表ポスター 

(7)移民難民分野①「難民を救う魔法の募金箱」 
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２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」生徒発表ポスター 

(8)移民難民分野②「外国人にやさしい町づくり」 
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２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」生徒発表ポスター 

(9)地域サイエンス分野①「アロエチレンテレフタラート」 
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２学年｢総合的な探究の時間｣「課題研究」生徒発表ポスター 

(10)地域サイエンス分野②「とある微生物の発電」 
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【2】成果物 

(1)地域文化分野 

①紀州弁カルタ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②道成寺縁起・紙芝居 
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③和歌山県の伝統料理 

 

(2)地域産業分野 

①しらすコロッケ 
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②しらすチャーハン、しらすピザ 

 

(3)地域防災分野 

①子ども向け防災マップ              ②防災用簡易トイレ 
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③被災シミュレーション模型 

 

 

④ローリングストック法・パンフレット 
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(4)移民難民分野 

①募金箱 

  

 

 

 

 

 

 

②ラーメン店メニュー表（英語版・中国語版） 
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③難民新聞 
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【3】探究活動風景 



 

 
３ ＳＧ課題研究Ⅰ 
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１学年｢総合的な探究の時間｣生徒成果物 

地域の魅力紹介発信資料 

①御坊市 
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②由良町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③美浜町 
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④日高町 
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⑤日高川町 
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⑥印南町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦みなべ町               ⑧湯浅町 
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探究活動風景 



 

 
４ 日高プレゼンコンペティション２０２０ 
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校外・授業外での発表一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 発表した場所 発表タイトル 
1 SWG 全国高校生フォーラム The Gochisosama Project 

-aiming to reduce FOOD LOSS- 
2 第 8 回全国海洋教育サミット 未来をより良く。 

～なくそう海洋プラゴミ問題～ 
3 WWL・SGH×探究甲子園 2021 グループディスカッション部門・テーマ 2 

「日本の少子高齢化における課題と解決策」 
4 日高プレゼンコンペティション ごちそうさまプロジェクト 

～食品ロス削減を目指して～ 
5 日高プレゼンコンペティション 世界の環境問題と貧困の相関性 

 
6 日高プレゼンコンペティション わたしたちにやさしいスーパーマーケット 

 
7 日高プレゼンコンペティション 働きがいと幸福度の関係性 
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【1】ＳＷＧ全国高校生フォーラム・英語発表ポスター 

（2020 年 12 月 20 日オンライン開催 主催：文部科学省・筑波大学） 
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【2】第８回全国海洋教育サミット・発表パワーポイント 

（2021 年 2 月 11 日オンライン開催 主催：東京大学海洋教育センター） 

 

(1)                    (2)  

 

 

 

 

 

 

(3)                        (4)  
 

 

 

 

 

 

(5)                                     (6)  
 

 

 

 

 

 

(7)                                     (8)  

 

 

 

 

 

                

(9)                   (10)                     
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【3】ＷＷＬ・ＳＧＨ×探究甲子園２０２１・要旨ポスター 

（2021 年 3 月 21 日オンライン開催 主催：関西学院大学、大阪大学、大阪教育大学） 
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【4】日高プレゼンコンペティション・発表ポスター 

（2020 年 11 月 11 日 於：本校） 
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【5】日高プレゼンコンペティション・発表ポスター 

（2020 年 11 月 11 日 於：本校） 
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【6】日高プレゼンコンペティション・発表ポスター 

（2020 年 11 月 11 日 於：本校） 
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【7】日高プレゼンコンペティション・発表ポスター 

（2020 年 11 月 11 日 於：本校） 
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